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1.はじめに

1.1 小笠原諸島と海洋島における生物研究

小笠原諸島は,父島列島,母島列島,聟島列島から構

成されている小笠原群島に,西之島,火山列島,南鳥

島,沖ノ鳥島を加えた約30の島々からなる.小笠原諸

島と小笠原群島の呼称は行政的には区別されているが,

一般的には混同されることもある.英語標記は,

〝Ogasawara Islands",または無人島（ぶにんしま,ぶ

にんじま）という呼び名に由来する〝Bonin Islands"

である.近年の電子地図では「小笠原諸島」と〝Ogas-

awara Islands"という標記が多い.

小笠原諸島の島々は一度も大陸と接したことのない海

洋島であり,最も古い島は約４千万年前に形成された.

小笠原諸島は形成時には,赤道付近に存在しており,そ

の後北方に移動したとされている.海洋島としては,ハ

ワイ諸島とガラパゴス諸島が有名であるが,ガラパゴス

諸島は約１千万年前に,ハワイ諸島は最も古い島で約

520万年前,一番新しい島はわずか50万年前に形成さ

れたとされ（Bonacum et al.,2005）,小笠原諸島と比べ

ると比較的新しい.一方,小笠原諸島の島々は小さく,

最も大きな父島と母島でそれぞれ25及び24km であ
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るが,ハワイ諸島の島々は比較的大きく,最も新しい島

であるハワイ島（10,433km）が最大であり,父島の

約400倍ある.ガラパゴス諸島の最も大きな島は,イザ

ベラ島（4,640km）であり,父島の185倍ある.

海洋島は大陸から遠くはなれて孤立していることか

ら,生物相が特異的であり,進化と生態の観点から多く

の研究がなされている.ガラパゴス諸島には,ダーウィ

ンの進化論に大きな影響を与えたとされる多くの固有の

生物が存在する.また,ハワイ諸島にも多くの固有生物

が棲息するが,Hawaiian Drosophilaと呼ばれる一群の

ショウジョウバエが適応放散の例として有名であり,教

科書にも取り上げられている.ハワイ諸島のショウジョ

ウバエについては,現在559種の固有種と32種の移入

種が報告されているが,未記載種を含めると約900から

1,000種の固有種が存在するといわれている（Leblanc
 

et al.,2009;O’Grady et al.,2010）.ガラパゴス諸島では

ダーウィンフィンチ等が有名であるが,ショウジョウバ

エは貧相であり,２種の固有種と16種の移入種が報告

されているのみである（Bachli, 2010）.小笠原諸島は,

小さな島々からなるにも関わらず,特に母島では森林が

発達していることもあり,固有種が９種と比較的多く,

移入種も現在までに18種が報告されている（戸田・松

長,1991）.種分化研究の対象地域として,小笠原諸島

はハワイ諸島に遠く及ばないが,島々が小さいという点

を生かして,生物の侵入,定着,消失という生態的プロ

セスの研究には適している.

1.2 小笠原諸島のショウジョウバエ研究史

小笠原諸島のショウジョウバエに関する最初の記録

は,日本各地のショウジョウバエの記載と分布を報告し

た第２次大戦前のKikkawa and Peng (1938)の論文に

見ることができる.この論文では,小笠原諸島から

Drosophila melanogaster Meigen, 1830（父島,母島,

中硫黄島）,D.simulans Sturtevant, 1919（父島,母

島）,D.ananassae Doleschall,1858（母島,中硫黄島）

の３種が報告されているが,個体数や生息状況には言及

されていない.小笠原諸島は第２次大戦後しばらくアメ

リカに占領されていたが,この時代にWheeler and Ta-

kada (1964)は小笠原を含むミクロネシアの島々のショ

ウジョウバエを調査し,８種のショウジョウバエを小笠

原諸島から報告し,そのうちの３種,Drosophila
 

pectinifera Wheeler & Takada, 1964, Leucophenga
 

boninensis Wheeler & Takada,1964,Hirtodrosophila
 

novicia (Wheeler& Takada,1964)（Hirtodrosophilaは

Grimaldi (1990)により属のレベルに格上げされた）を

新種として記載している.D.pectiniferaは小笠原諸島

の固有種,H.noviciaは小笠原諸島以外にパラウ島,L.

boninensisはグァム島からも採集されている準固有種

である.他の５種は,D.melanogaster,D.ananassae,

D.immigrans Sturtevant, 1921, D.annulipes Duda,

1924,Scaptomyza pallida (Zetterstedt,1847)であり,興

味深いことに D.simulansの採集記録はない.1968年

に小笠原諸島が日本に返還された後は,まずOkada

(1971, 1973) による分類・生態学的研究がある.Okada

(1971)の研究は,1968年から1971年にかけ複数の研究

者による様々な方法で採集されたショウジョウバエ

9,450個体に基づいており,16種を報告している.新た

に記録された種は,Mycodrosophila gratiosa(de Meijer-

e,1911)（小笠原産の種はOkada(1986)により,Myco-

drosophila serrataとして記載された）,Dettopsomyia
 

nigrovittata (Malloch, 1924), D.suzukii (Matsumura,

1931),D.kikkawai Burla,1954,D.daruma Okada,1956

と未記載の４種（Nesiodrsophila sp., Scaptomyza sp. I,

Scaptomyza sp.II,Hirtodrosophila sp.）である.この調

査では,これまでに報告されていたH.noviciaと D.

ananassaeは採集されていない.最優占種は D.immi-

gransで あ り, D. simulans, D. d a r u m a, D.

pectiniferaが続いている.Drosophila darumaは鳥の巣

より多数採集されているが,それ以外では採集されてい

ない.Okada (1973)では４種のショウジョウバエを記

載している.1972年に母島で採集された Chymomyza
 

fenestrata Okada, 1973と Scaptomyza boninensis
 

Okada, 1973,Scaptomyza hexasticha Okada, 1973,

Hirtodrosophila apicohispida (Okada, 1973) (＝ Hirto-

drosophila sp., in Okada, 1971) である.Scaptomyza
 

hexastichaに関しては,新亜属の Boninoscaptomyzaが

創設されている.

Toda (1976)は 1973年４月に父島と母島で生息環境

選好性,食性,繁殖場所,日周活動の調査を行ない,小

笠原諸島のショウジョウバエ相の起源と群集構造を論議

している.この調査では,父島で4,027個体,母島で

1,295個体,両島合わせて13種のショウジョウバエが

採集されており,新たに D.busckii Coquillett, 1901を

母島から報告している.また,森林環境では D.

pectiniferaと L.boninensisが優占しており,人家環境

では D.simulansが最優占で, D. immigrans, D.

melanogasterがそれに続いていた.

布山ほか（1980）は,小笠原諸島生物相の調査の一環

として,1979年７月と12月に父島と母島でショウジョ

ウバエの採集を行なっている.この採集は主にバナナト

ラップを用いて人家環境でなされたこともあり,12月

の母島での採集以外では,森林性ショウジョウバエはほ

とんど採集されていない.この調査では,父島で11種

13,925個体,母島で13種9,609個体,両島あわせて15

種が採集された.また,新たに,Scaptomyza elmoi Ta-

kada, 1970が 12月に母島において１個体採集された.

この論文では,小笠原産のショウジョウバエの食性と

D.simulansと D.melanogasterの微視的分布に影響す

る環境要因についても考察している.さらにFuyama

和多田 正 義,布 山 喜 章,田 辺 慎 一,渡 部 英 昭,吉 岡 伸 也,戸 田 正 憲114



 

and Watada(1981)及びYamamoto et al.(1985)は,父

島において D.melanogasterと D.simulansの微視的分

布に関する研究を行なっている.前者は父島の清瀬地区

で1,215個体の D.melanogaster と5,900個 体の D.

simulansを採集しており,後者は父島の清瀬と三日月

山で合計2,058個体の D.melanogasterと13,834個体

の D. simulansを採集している.Watada et al.(1986a,

b)は日本本土と小笠原諸島の D.melanogasterと D.

simulansのアロザイム変異と形態的形質を比較し,小

笠原諸島の集団が遺伝的に異なっていることを明らかに

している.このことは,小笠原諸島の D.melanogaster

と D.simulansが日本本土の個体群に由来しないことを

示唆しており,小笠原諸島の最初の住民が欧米・ハワイ

系住民であったことを考慮すると,この２種はこれらの

人々の移住に伴って侵入した可能性がある.

Toda et al. (1987)は 1979年から1985年にかけ,小

笠原諸島での垂直分布の調査やスウィーピング,果物や

キノコを用いたトラップ採集を行ない,２新種の記載,

父島と母島における平衡種数とファウナの置換率推定,

小笠原諸島と日本本土のショウジョウバエの群集構造の

比較を行なった.新種として記載された種は,Hirto-

drosophila paiviae(Toda& Rihimaa,1987)と Dichaeto-

phora ogasawarensis (Toda, 1987) (＝ Nesiodrsophila
 

sp.,in Okada,1971)である（Nesiodrosophila Wheeler

& Takada, 1964は,Hu and Toda (2002) により,

Dichaetophora Duda, 1940の junior synonymとされ

た）.戸田・布山（1987）と戸田・松長（1991）は小笠

原諸島におけるショウジョウバエ相の変遷をまとめ,父

島と母島における平衡種数とファウナの置換率を推定し

ている.戸田・松長（1991）は,1990年に父島（一部

兄島）と母島で７属22種26,422個体のショウジョウバ

エを採集し,1990年における父島と母島の平衡種数を

それぞれ15種と20種,また,ファウナの１年あたりの

置換率は,それぞれ2.05％と1.36％と推定している.

この論文では,母島から新たに３種のショウジョウバエ

が報告されている.雄が１個体採集された Drosophila
 

immigrans種群 hypocausta亜群に属する種は,後に D.

rubida Mather, 1960と同定された.他の２種は雌のみ

が採集されていて,１種はHirtodrosophila elliptosaに

近縁な新種であり,もう１種は Mycodrosophila属の

Promycodrosophila亜属の新種であるが,まだ記載され

ていない.

2.1998年の採集結果

戸田・松長（1991）の調査（1990年11～12月）から

８年後の1998年11月３日から10日にかけ,小笠原諸

島の父島と母島において,バナナトラップ,スウィーピ

ングによる採集,及び落下果実からの採集を行なった.

その結果,父島で６属13種11,779個体,母島で７属

14種15,178個体,合わせて７属17種が採集された

（表1）.特筆されることは,Drosophila hypocausta
 

Osten-Sacken, 1882が初記録され,かつ多数の個体が

採集されたことである.D.hypocaustaは,父島で

2,286個体,母島で1,451個体採集され,父島における

総採集個体数の19.4％,母島においても9.6％を占め,

D.simulansに次ぐ優占種になっていた.一方,３番目

に多い種は,父島では人家性種である D.kikkawaiで

あったのに対し,母島では固有種で森林性の D.

pectiniferaであった.Styloptera nishiharui  Okada,

1982も父島で33個体が採集され,小笠原諸島からの初

記録であった.また,過去に母島からのみ記録されてい

た De.nigrovittataが父島から初めて採集された.本種

は,1980年以来母島から採集されておらず,小笠原諸

島への再侵入である可能性がある.1958年以前に小笠

原諸島から記録のあった D.ananassaeはその後長い間

記録がなく,1990年に母島への再侵入が確認されたが,

今回は父島でのみ４個体が採集された.

表２は,地上に落下した果実上でのスウィーピングに

よって採集された成虫個体数と,それらの果実から羽化

した個体数を示している.父島ではガジュマルの実（花

嚢）から最も多くの成虫個体が採集され,グァヴァ,パ

パイヤ,タコノキと続いた.ガジュマルの実からは,

D.kikkawai（675個体）と D.simulans（588個体）の

成虫が多数採集され,D.hypocaustaも112個体採集さ

れ た. ク ワ ノ キ, タ コ ノ キ, グァヴァか ら は D.

simulansが独占的あるいは優占的に採集され,パパイ

ヤでは D.hypocaustaが,バナナの花では D.kikkawai

が優占していた.一方,グァヴァからは D.simulansの

みが羽化し,タコノキからは D.simulansと D.

melanogasterが,ハスノハギリからは D.kikkawaiと

D.hypocaustaが多数羽化した.母島ではヤエヤマアオ

キの実しか調査されなかったが,集まっていた成虫個体

の多くは D.simulansと D.pectiniferaであり,羽化個

体のほとんどは D.simulansであった.この結果を,戸

田・松長（1991）の調査結果と直接比較することは難し

いが,共通していえることは,D.simulansと D.

pectiniferaの成虫がさまざまな果実で優占すること,

D.simulansがそれらの果実で優占的に繁殖しているこ

とである.また,小笠原諸島に新たに侵入した D.

hypocaustaも比較的多くの果実を利用していることが

明らかになった.

3.考察

3.1 小笠原諸島のショウジョウバエ相の変遷

1998年の調査結果を含めて,これまでに小笠原諸島

から得られた全てのショウジョウバエの採集記録を,父

小笠原諸島のショウジョウバエ相 115



表1：小笠原諸島（父島,母島）におけるショウジョウバエの採集記録

年(月) -1958 ’68-72 ’73(IV) ’79 ’80(XII) ’84(XII) ’85(XI) ’90(XI-XII) ’98(XI)
島 父 母 父 母 父 母 父 母 父 母 父 母 父 母 父 母 父 母

森林性種

Ch. fenestrata (＋)(＋) (＋) 5 10 2 3 1 ？ (＋) ？ (＋) － (＋) － 2 － ？

Sc. hexasticha (＋)(＋) (＋) 4 (＋) 4 2 1 (＋)(＋) (＋)(＋) (＋) (＋) 4 24 ？ ？

Di. ogasawarensis (＋)(＋) (＋) 2 1(＋) 882 7 (＋)(＋) (＋)(＋) 7 (＋) 138 784 4 3

H. paiviae － (＋) － (＋) － (＋) － (＋) － (＋) － (＋) － 67 － 242 － 111

H. apicohispida (＋)(＋) 1 1 － － － － － － － － － － － － － －

H. sp.aff.elliptosa － (＋) － (＋) － (＋) － (＋) － (＋) － (＋) － (＋) － 1 － ？

M. (P.)sp. － (＋) － (＋) － (＋) － (＋) － (＋) － (＋) － (＋) － 3 － ？

D. pectinifera (＋)(＋) 279 559 737 180 625 1129 941(＋) ＋ (＋) 616 344 7981099 170 1025

St. nishiharui － － － － － － － － － － － － － － － － 33 －

L. boninensis ＋ ＋ 154 265 13 142 161 290 (＋)(＋) (＋)(＋) 3 (＋) 323 180 53 29

H. novicia － ＋ － (＋) － (＋) － 1 － (＋) － (＋) － (＋) － 4 － 30

M. (M.)serrata ？ ？ 53 22 14 1 4 19 4(＋) (＋)(＋) 1 5 39 104 ？ 51

D. daruma ？ － 1236 － (＋) － 13 － 2 － ？ － ？ － 2 10 ？ 26

D. annulipes ＋ ＋ 10 1 9(＋) 10 7 5 ？ 1 ？ 5 ？ 13 31 2 4

De. nigrovittata － ？ － 79 － (＋) － 5 － － － － － － － － 30 －
草地性種

Sc. boninensis (＋)(＋) 1 4 (＋)(＋) (＋) (＋) (＋)(＋) ＋ (＋) (＋) (＋) 2(＋) 3 5

Sc. pallida ＋ ＋ 1 1 44 2 1 ？ (＋) ？ (＋) ？ 1 ？ 11 5 ？ ？

Sc. elmoi － － － － － － － 1 － ？ － ？ － － 45 － ？ －

Sc. polygonia － － － － － － － － ？ － ？ － 1 － － － － －
準人家性種

D. suzukii － ？ － 9 － (＋) 4 107 2(＋) 1 (＋) 27 38 197 138 4 338

D. kikkawai ？ － 44 － 2 － 644 182 1192(＋) ＋ (＋) 11 1 29 49 1924 361
人家性種

D. simulans ＋ ＋ 2139 813 2722 418 1190110215 18802(＋) ＋ (＋) 932412462 173554581 717911742

D.melanogaster ＋ ＋ 13(＋) 149 1 2664 606 2749(＋) ＋ (＋) 34 (＋) 73 28 87 2

D. ananassae ＋ ＋ － － － － － － － － － － － － － 1 4 ？

D. immigrans ？ ＋ 20771688 326 535 232 3 (＋)(＋) 14 (＋) (＋) (＋) 37 69 ？ ？

D. rubida － － － － － － － － － － － － － － － 1 － ？

D. hypocausta － － － － － － － － － － － － － － － － 2286 1451

D. hydei － － － － － － － － － － 11 － － － － － － －

D. busckii － － － － － 9 2 － － － － － － 9 － － － －

総個体数 ？ ？ 60083442 40271295 1715012574 23695 － ？ － 1003012926 190667356 1177915178
採集された種数 6 8 12 14 11 10 15 15 7 － 8 － 11 7 15 20 13 14
推定総種数 ？ ？ 15 19 14 19 1619-20 14-1616-19 14-1716-19 14-1517-19 15 21 13-1914-22

(＋)サンプリングエラー, 新記録, 再侵入, 絶滅が推定されるケース.
出典： Kikkawa and Peng (1938),Wheeler and Takada (1961); Okada (1971,1973); Toda (1976); 一部,布山ら(1980); Toda et al.

(1987).

表2：地上に落下した果実のまわりで捕虫網によって採集された成虫個体数といろいろな果実からの羽化個体数

島 父島 母島 総計

果実 クワ タコノキ ガジュマル グァヴァ ハスノハギリ パパイヤ バナナの花 計 ヤエヤマアオキ

成虫個体数

D. pectinifera － － 27 11 11 2 － 51 24 75

L. boninensis － － － 1 － － － 1 － 1

Sc. boninensis － － － － － 1 － 1 － 1

D. suzukii － － － － － 1 － 1 2 3

D. kikkawai － － 674 3 3 － 53 733 17 750

D. simulans 127 186 588 260 6 － － 1167 297 1464

D.melanogaster － 1 2 1 － － － 4 － 4

D. ananassae － － 1 － － － － 1 － 1

D. hypocausta － － 112 14 1 211 3 341 27 368

計 127 187 1404 290 21 215 56 2300 367 2667

羽化個体数

D. pectinifera － － － － 1 － － 1 － 1

D. kikkawai － － 4 － 35 － － 39 － 39

D. simulans － 42 2 79 3 － － 126 190 316

D.melanogaster － 27 － － － － － 27 － 27

D. hypocausta － 2 2 － 22 － － 26 1 27

計 － 71 8 79 61 － － 219 191 410
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島と母島に分け,表1に示した.また,戸田・松長

（1991）の方式に従って,サンプリングエラー,絶滅,

移入を推定し,父島と母島それぞれにおける総種数を算

定した.1998年の推定値は,父島,母島においてそれ

ぞれ13-19,14-22とかなりの幅があるが,1968-’70年

から1990年までの推定総種数も,それぞれ14-17,

16-21であり,ともに比較的安定しているといえそうで

ある.

しかし,MacArthur and Wilson(1967)が動的平衡モ

デルにより予測しているように,その構成種の置換はか

なり頻繁に起きている.特に,かつて優占種の１種で

あった D.immigransは近年その個体数を急激に減少さ

せた.1968-’72年の記録によると,D.immigransは母

島で最優占種（相対頻度49％）であり,父島でも第１

位の D.simulans（36％）に匹敵する優占種（35％）で

あったが,1973年には父島で優占度が８％に落ち,

1979年に母島で激減,その後両島でほとんど採集され

なくなった（1990年には,父島,母島でそれぞれ37個

体,69個体が採集されている）.1998年の採集では,

D.immigransは両島から全く記録されず,興味深いこ

とに,それと置き換わるように同じ immigrans種群に

属する D.hypocaustaが初記録され,なおかつ父島,母

島それぞれで19.4％,9.6％を占め,D.simulansに次

ぐ第２優占種になっていた.D.hypocaustaが属する

hypocausta亜群のショウジョウバエは,東南アジアを

中心に,ニューギニア,オーストラリア,ミクロネシ

ア,琉球列島に分布しており（Hihara and Lin,1984）,

小笠原諸島は琉球列島と並んでこのグループの分布圏の

北限に位置する.過去40年間で,父島の気温は約0.7

度上昇しており,熱帯性の hypocausta亜群の種の小笠

原諸島への侵入と,暖温帯性の D.immigransの減少

（絶滅）は,その直接の影響かもしれない.あるいは,

D.immigransの衰退の原因は,戸田・松長（1991）が

指摘しているように D.simulansや新たに侵入してきた

D.hypocaustaとの競争に,温暖化が間接的に影響した

結果かもしれない.いずれにしても,今後の小笠原諸島

における推移と,似た環境条件下にある琉球列島などで

の並行した調査が必要である.

3.2 群集組成の変化

構成種の相対頻度を加味した群集組成の変化を見るた

めに,父島の三日月山の二次林,大村の人家周辺,母島

の乳房山山麓の自然林,沖村の人家周辺でのショウジョ

ウバエ群集の多様度の変化を表３に示した.多様度の指

標としては,種数,平均多様度（ShannonのH’）,均

等度（Pielouの J’）を,最優占種である D.simulans

の相対頻度と共に示している.この表から明らかなよう

に,初期（1973-’79年）は D.simulansの相対頻度がそ

れほど高くなく,群集の多様度も比較的高かったが,そ

の後1990年まで D.simulansの独占状態が継続し,群

集組成が単純化してきている.1990年の採集では,D.

simulansの相対頻度は調査した４カ所で90-97％にも

なっている.しかし,1998年には,D.hypocaustaが侵

表3：果物トラップで採集されたサンプルの多様度と D.simulansの優占度の変化

年 1973 1979 1979 1979 1985 1990 1998

月 IV  VII  XI  XII  XI  XI-XII  XI

父島,三日月山二次林

総個体数 80 － － 351 9612 11244 1358

総種数 5 － － 3 7 7 4

多様度：H’ 1.022 － － 0.267 0.222 0.158 0.737

均等度：J’ 0.635 － － 0.243 0.114 0.081 0.531

D. simulansの相対頻度（％） 60.0 － － 94.0 95.2 97.1 62.4

父島,大村人家周辺

総個体数 1158 641 － 1146 － 4267 719

総種数 6 6 － 3 － 6 7

多様度：H’ 0.826 1.447 － 0.473 － 0.187 1.075

均等度：J’ 0.461 0.808 － 0.431 － 0.104 0.552

D. simulansの相対頻度（％） 74.5 35.7 － 82.3 － 96.7 58.8

母島,乳房山山麓自然林

総個体数 － － 160 2126 6274 188 14061

総種数 － － 3 4 3 5 7

多様度：H’ － － 0.686 0.141 0.179 0.402 0.745

均等度：J’ － － 0.624 0.102 0.163 0.250 0.383

D. simulansの相対頻度（％） － － 63.8 97.6 96.0 91.5 80.0

母島,沖村人家周辺

総個体数 － 203 － 2480 － 1075 －

総種数 － 4 － 8 － 7 －

多様度：H’ － 0.773 － 0.718 － 0.494 －

均等度：J’ － 0.558 － 0.345 － 0.254 －

D. simulansの相対頻度（％） － 36.5 － 80.3 － 89.9 －

H’＝－ΣPlnP, J’＝H’/lnS,ただし,P は種 iの比率,Sは総種数.
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入,増加した影響で,調査した３カ所すべてで D.

simulansの相対頻度が59-80％と減少し,平均多様度

と均等度が上昇した.

小笠原諸島のショウジョウバエ群集において,1979

年以降一貫して D.simulansが最優占種であったが,そ

の相対頻度は他の群集構成種との関係で多少とも変動し

てきた.1979年と1980年の採集では,近縁種の D.

melanogasterが父島で2,000個体以上,母島でも500

個体以上が採集されている.この D.melanogasterの増

大した時期は,小笠原諸島においてミカンコミバエの駆

除が行なわれていた1975年から,根絶事業が終わった

1985年までの時期と一致する.小笠原支庁によるミカ

ンコミバエの駆除事業では,父島に害虫研究室が設置さ

れ,多量の不妊ミカンコミバエを生産するために多くの

「ふすま」が使用・放置されており,この「ふすま」が

D.melanogasterの発生源であった可能性が高い.実

際,1985年に害虫研究室がなくなった後は,1998年に

いたるまで D.melanogasterの採集個体数は激減した.

一方,小笠原諸島の固有種で,唯一個体数が多いのが

D.pectiniferaである.D.pectiniferaの相対頻度は,

数％から20％でばらついているが,長期間の増減に関

しては特定の傾向は見られない.しかし,1998年の採

集では,父島で1.4％,母島で6.8％となり,父島での

相対頻度はこれまでで最低である.

海洋島の固有生物相に影響する要因としては,生息環

境の変化が最も重大であるが,外来種の侵入も無視でき

ない（Hardy,1974）.小笠原諸島の固有種である D.

pectiniferaの相対頻度は,D.simulans（1998年 は

61％）や D.hypocausta（19％）と比較すると非常に低

い.移入種である D.simulansや D.hypocaustaは,小

笠原諸島では自然林でも優占種となっている.森林性種

で幅の広い食性を持つ D.pectiniferaの個体群動態の追

跡が,固有種の保護の観点からも非常に重要である.

D.hypocaustaの侵入・定着は,小笠原諸島のショウ

ジョウバエ相の変遷に,新たな展開を引きおこす可能性

があり,小笠原諸島におけるショウジョウバエの侵入,

定着,消失という生態的プロセスの解明には,今後の継

続調査が非常に重要である.また,これまで小笠原諸島

のショウジョウバエ相は主に晩秋から冬季にかけて調査

されることが多かったが,今後は春期や夏期に調査を行

なうことも,ショウジョウバエ相の変遷の全貌を明らか

にするうえで必要であろう.
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